
大
正
十
一
年
九
月
助
教
授
と
な
り
、
写
真
実
習
を
担
当
。

因
み
に
、
以
上
の
う
ち
戸
塚
暢
夫
は
製
版
科
の
、
畑
保
之
は
臨
時
写
真
科

の
、
久
米
福
衛
は
西
洋
画
科
の
卒
業
生
で
あ
る
。

鎌
田
弥
寿
治
の
転
任
に
は
臨
時
写
真
科
の
移
管
問
題
が
か
ら
ん
で
い
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

帰
朝
し
た
時
〔
大
正
十
一
年
四
月
〕
、
東
京
芝
浦
に
は
前
述
の
官
立
東
京
高

等
工
芸
学
校
が
、
生
れ
た
ば
か
り
の
瞬
間
で
あ
っ
て
、
私
は
上
野
の
美
術
学

校
に
あ
っ
た
写
真
科
の
施
設
や
ら
、
専
任
の
教
職
員
等
々
の
全
部
を
引
き
具

し
て
芝
浦
の
新
校
へ
移
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
ま
た
一
種
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
り
、
美
校
の
写
真
科
の
代
り
に
、

美
校
に
数
年
前
か
ら
存
在
し
て
居
っ

〔き〕

た
製
版
科
（
こ
の
事
に
就
い
て
は
後
に
述
べ
る
）
を
引
を
具
し
て
、
新
校
芝

浦
に
移
り
、
私
も
新
校
の
教
授
と
な
り
、
芝
浦
校
内
に
は
製
版
科
の
名
を
改

め
て
、
印
刷
工
芸
科
と
い
う
名
に
よ
っ
て
独
立
し
た
科
が
生
れ
、
私
は
そ
の

科
の
科
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
暗
々
の
裏
に
、
美
校
に
残
し
た
写
真
科
も
や
が
て
芝
浦
に
引
き

取
り
、
芝
浦
の
印
刷
科
と
共
に
、
芝
浦
で
育
成
、
永
久
に
継
続
せ
し
め
る
こ

と
は
、
内
々
に
は
決
定
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
三
年
遅
れ
て
、

美
校
の
写
真
科
は
芝
浦
の
私
の
所
に
、
そ
の
施
設
並
び
に
職
員
等
全
部
が
移

管
さ
れ
て
来
た
。
要
す
る
に
予
定
通
り
に
美
校
写
真
科
は
芝
浦
の
東
京
高
等

工
芸
学
校
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
『
日
本
写
真
教
育
史
』
鎌
田
弥
寿
治
著
。
昭
和
五
十
年
、
東
京
写
真
大
学
短

期
大
学
部
出
版
部
）

フ
ラ
ン

こ
れ
に
よ

っ
て
臨
時
写
真
科
の
移
管
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
、
移
管
に
さ
き
立
っ
て
鎌
田
が
転
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
外
に
大
正
十
一
年
八
月
に
は
本
校
彫
刻
科
教
授
畑
正
吉
が
、
ま
た
、
十
一

月
に
は
同
金
工
科
教
授
の
神
矢
教
親
が
と
も
に
新
設
校
教
授
へ
と
転
任
し
た
。

⑦

工
芸
部
生
徒
成
績
展
覧
会

工
芸
部
は
大
正
十
一
年
三
月
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
日
の
一
＝
日
間
、
卒

業
製
作
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
第
一
回
成
績
展
覧
会
を
開
催
し
、
授
業
成
績
の
作

品
を
展
示
し
た
外
、
即
売
品
を
展
示
し
、
記
念
絵
葉
書
を
発
行
し
、
喫
茶
店
を

設
け
る
な
ど
し
て
一
般
の
観
覧
に
供
し
た
。
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
以
後
こ
の

催
し
は
恒
例
と
な
り
、
大
正
十
三
年
春
に
震
災
の
余
波
で
休
止
し
た
外
は
毎
年

開
催
し
た
。
第
二
回
展
で
は
入
場
者
約
七
千
人
、
売
約
千
六
百
円
と
い
う
盛
況

を
呈
し
、
毎
年
概
ね
同
程
度
の
成
果
を
あ
げ
た
。
第
三
回
展
以
降
第
七
回
展
ま

で
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
そ
の
概
況
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
後
は
何
ら
記
載
が
無
い
の
で
廃
止
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

⑧

津
田
信
夫
の
在
外
研
究

鋳
造
科
教
授
、
主
任
兼
理
事
の
津
田
信
夫
は
大
正
十
一
年
十
月
十
三
日
に
文

部
省
よ
り
鋳
造
術
お
よ
び
金
工
術
研
究
の
た
め
満
二
年
間
ア
メ
リ
カ
、

ス
、
イ
タ
リ
ア
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
十
二
年
一
月
十
八
日
に
出
発
し
た
。
津

田
は
明
治
八
年
十
月
二
十
三
日
に
千
葉
県
印
籐
郡
佐
倉
町
に
生
ま
れ
、
同
三
十

三
年
本
校
鋳
金
科
を
卒
業
し
、
同
研
究
科
で
学
ん
だ
後
、
同
一――
十
四
年
四
月
本

校
雁
と
な
っ
た
。
以
来
助
教
授
（
同
三
十
五
年
一
月
）
、
教
授
（
大
正
八
年
十

一
月
）
と
な
り
鋳
造
教
育
に
尽
く
し
た
だ
け
で
な
く
、
本
校
依
嘱
製
作
に
お
け
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